
 

 
 

    

設置にあたり、目標としていた、遊び、コミュニケーションの場、そしてその広がりに

ついては、私たちの創造を超える役割を果たしていると感じています。改めて子どもたち

の持つ可能性の大きさ、創造と想像の豊かさを感じているとともに、その成長の様子が麦

のようにまっすぐ伸びていることを実感しています。今回設置した遊具が、その遊具その

ものやその場所でのことだけでなく、ここが起点となって、他の場所、他の時間の遊びや

コミュニケーションにも広がりを持たせてくれているとも感じます。 

 また、今回の遊具設置後、2021年度には新たに木製遊具を 1つ新規購入し設置しまし

た。パパイヤハウスとミニ椅子・テーブルセットが、次の展開へのきっかけとなっている

ことも付け加えさせていただきます。 

 

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

 一麦保育園に新たに与えられた子どもたちの大切な場所、園庭の一角ではありますが、

卒園していく子どもたちの思い出の場所となり、そこで育んだ小さな思いが将来へ、子ど

もたちそれぞれの展望へ、と広がっていくことを期待します。 

 毎年毎年成長していく子どもたち、同じ場所でも遊び方、感じ方は変わっていきます。 

また、毎年新たに入園してくる子どもたちがいます。子どもたちが毎年毎年新しい発見と

新しい楽しみと新しい広がりを見せてくれる場となっていくことを願っています。 

 子どもたちの大切な場所をしっかり維持できるよう、メンテナンスをはじめ安全面には

日頃から十分気をつけていくよう努めていきます。 

 幼保連携型認定こども園への移行にあわせて、園舎の改築、園庭の改装を行いました

が、園庭の環境整備はまだ途上です。子どもたちにとって、一麦保育園が楽しく過ごせる

場所であるよう環境を整え、保育の充実につとめていきたいと考えています。 

以上 
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○タイトル（保育計画） 

遊びを見つけられる子！ たっぷり遊びこめる子！ 

 

○主な助成備品 

ミニジャングラミング 

 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

＊腕の力で自分の体重を感じ、支える経験から腕力が育つ。 
＊遊んでいる中で、高さや空間を認識しながら「危ない」「大丈夫」を自分で読み取る力

が身についてくる。 
本園は 2020 年 4 月に開園した小規模保育園です。小規模保育園としては広い園庭もあ

り、手作りの日除け付きの砂場やグリーンマットが敷かれた場所では水遊びも気持ち良く

行える環境があります。保育室では木製おもちゃに囲まれ、布での手作りおもちゃなどを使

ったコーナー遊び・一人遊びがゆったり出来る優しい環境作りを行っています。 
 保育方針でもある『好奇心を持って何でも楽しんで行動する子』『たっぷり遊ぶことが出

来る子』を育てるために、遊びや場所が平面だけでなく「ミニジャングラミング」で、ぶら

下がる・のぼる・降りる・滑り降りるなど、高さや空間を認識しながら、遊びを自由に選ん

で友達と楽しみ、自然と遊びの中で運動機能の発達を育てることを目的としています。 
２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

 

 

 

 

 

 

 

  

＊＊子どもたちが安全に、自然と全身を使い遊びが始まる空間に＊＊ 
 【【くくぐぐりり抜抜けけ・・かかががむむ】】        

 
【【高高ささ・・空空間間のの認認識識】】  
＊＊００歳歳児児＊＊  
〇高さを感じながらハ

イハイで移動する。 

＊＊22 歳歳児児＊＊  
〇友達と一緒に空間を楽

しみ言語が盛んになる。 〇遊びながら、空

間を認識し、体の

部位の動きを調

節しながら、安全

に移動する力を

自然に身につけ

ていく。 
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【【ぶぶらら下下ががるる】】  
 
 

【【ののぼぼるる・・降降りりるる】】  
  

＊＊22 歳歳児児＊＊  
〇両手・両足をバラン

ス良く使い体重移動。 
〇腕の力で体重を支

えて、上に引き上げ

る。 
〇足の裏で踏ん張る

場所を確認し、体を

押し上げる。 
 

＊＊11 歳歳児児＊＊  
〇しっかりと握る・足

を上げる・自分の体重

を感じバランスをと

る。 
〇足を出せば降りら

れるか自然に考える。 

＊＊００歳歳児児＊＊  
〇しっかりと握

り、自分の体重

を感じ、支え

る。 
 

＊＊２２歳歳児児＊＊  
〇足を上げ体重

を手で支える・

ぶらぶら揺ら

す。 
〇1,2,3…長くぶ

ら下がる。 
 

【【滑滑りり台台】】  
 
 ＊＊００歳歳児児＊＊ 

〇大きいクラスの子どもた

ちを見て、やってみたいと

思い、保育士の援助を受け

て経験し、何度も挑戦しよ

うとする。 
 

＊＊22 歳歳児児＊＊ 
〇体の姿やバランスを使っ

てスピードのコントロール

を楽しんで遊ぶ。 
〇友達と一緒に・順番にと

コミュニケーションの場に

もなり、会話が広がる。 
 
 

＊＊11 歳歳児児＊＊  
〇体のバランスを取りながら一人滑りが出来るようにな

る。 
〇友達と並んで滑る楽しさを知る。 
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【【ぶぶらら下下ががるる】】  
 
 

【【ののぼぼるる・・降降りりるる】】  
  

＊＊22 歳歳児児＊＊  
〇両手・両足をバラン

ス良く使い体重移動。 
〇腕の力で体重を支

えて、上に引き上げ

る。 
〇足の裏で踏ん張る

場所を確認し、体を

押し上げる。 
 

＊＊11 歳歳児児＊＊  
〇しっかりと握る・足

を上げる・自分の体重

を感じバランスをと

る。 
〇足を出せば降りら

れるか自然に考える。 

＊＊００歳歳児児＊＊  
〇しっかりと握

り、自分の体重

を感じ、支え

る。 
 

＊＊２２歳歳児児＊＊  
〇足を上げ体重

を手で支える・

ぶらぶら揺ら

す。 
〇1,2,3…長くぶ

ら下がる。 
 

【【滑滑りり台台】】  
 
 ＊＊００歳歳児児＊＊ 

〇大きいクラスの子どもた

ちを見て、やってみたいと

思い、保育士の援助を受け

て経験し、何度も挑戦しよ

うとする。 
 

＊＊22 歳歳児児＊＊ 
〇体の姿やバランスを使っ

てスピードのコントロール

を楽しんで遊ぶ。 
〇友達と一緒に・順番にと

コミュニケーションの場に

もなり、会話が広がる。 
 
 

＊＊11 歳歳児児＊＊  
〇体のバランスを取りながら一人滑りが出来るようにな

る。 
〇友達と並んで滑る楽しさを知る。 
 

 

 
 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

０歳児でしっかり両手で持ってつかまり立ち、横歩きの移動を楽しむことから始ま

り、腕の力で自分の体を支える力が育ち、ぶら下がる・のぼる・おりる・滑ると遊びの

活動が広がっています。その経験の中で「足を出せば降りられる」と“自然に考える力”

“自分で確かめながら遊ぶ力”が身に付き体を自然に動かし反応させながらたっぷり遊

ぶことにつながっています。 
 一年間の子どもたちの姿からは、一歳児でも腕の力だけで体を支え両足を持ち上げて

ぶら下がり、全身の筋力を使い楽しむなど体の成長は大きいと感じています。それと同

時に友達と会話をしたり、時には喧嘩をしたりしながら友達と一緒に空間を楽しみなが

ら過ごすことが、言葉の発達やコミュニケーション力の成長にも大きくつながっていま

す。 

・暑い時も寒い季節でも、園庭で体を動かすことが短時間でも出来る環

境作りを行う。 
 
・裸足保育で足の裏でしっかり感触を確かめる。 
 
・「遊ばせる」一斉保育ではなく、子どもが「やってみたい」「やりたい」

「遊びたい」と主体的に遊べる・遊びこめるこどもを育てる保育の場

として使っていきたい。 
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